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(研究2)Changeindiversityandstructureofgroundarthropodcommunities
duringtherestorationofsatoyamainKanazawawithspecialreference
togroundbeetles(Coleoptera:Carabidae)[金沢の里山の再生過程にお
ける地表性節足動物の多様性と群集構造の変化,特に地表歩行性甲虫類(コ
ウチュウ目：ゴミムシ科）］研究協力者:Linawati(リナワチ）
研究成果概要
里山は，国士の4割を占め，絶滅危倶種の5割が生息しており，生物多様性
の保全のうえで重要である．里山は自然との共生，持続的資源利用のモデルケ
ースのひとつであるが，いま日本の里山は，人間の活動や開発による破壊と自
然に対する働きかけ不足により危機的状況にある．
本研究では，金沢大学角間キャンパス内の里山ゾーンにおいて，里山の再生
過程における地表歩行性の小無脊椎動物の多様性と群集構造の変化を，特に地
表歩行性甲虫類（コウチュウ目：ゴミムシ科）に注目して調査した．里山ゾー
ンからコナラ林，モウソウチク林，スギ林，約30年間放置されていた棚田の復
元地等を調査地としてえらび，落とし穴トラップを用いて，2004年と2005年の
5月～11月まで月1回採集を繰り返した．その結果，小無脊椎動物には（1）
湿度の高い生息地と乾燥した生息地を選好するものに2分された．（2）再生
作業は，生息地を乾燥させるので，その結果，小無脊椎動物の多様性と個体数
に変化が生じた．しかし，（3）湿地では，再生作業の有無による差はなかっ
た．ゴミムシ類を対象とした解析の結果，（1）生息環境による種類構成の差
が明瞭に検出された．（2）再生作業により種類構成，個体数にはっきりした
差が生じた，（3）小型で飛翔力のある種は，再生作業のある湿地で多くなり，
大型で飛翔しない種は，再生作業のない湿地に見られた．（4）棚田の再生活
動は，ゴミムシ類の種類構成に大きな変化をもたらした．
(研究3)Diversityandstructureofflyinginsectcommunitiesinsatoyama,
withspecialreferencetoDiptera[里山における飛翔性昆虫類の
多様性と構造，とくにハエ目について］研究協力者：
Trisnawati,Indah(トリスナワチ，インダー ）
研究成果概要
Recently,Satoyama,thetraditionalrurallandscapeofJapan,has
beenpaidmuchattention,because,besidemanyimportantroles,itisa
keytobiodiversityconservationinJapan・Effectsofhabitat
heterogeneityandrestorationactivitiesonabundanceanddiversityof
above-groundarthropodassemblageswerestudiedusingwindowtrapsinthe
"satoyamaarea"withinKanazawaUniversity'sKakumaCampus,Kanazawa,
Japanin2005and2006.Monthlysamplesweretakenatupperandground
levelsfromninesites,includingforestedareasandvalleyareaswith
paddiesunderrestoration.Atotalof93,134individualsin24orders,
includingl81nsectaorders,3Arachnida,2CrustaceaandlChilopoda,
werecollectedduringthestudy,andanorderlevelanalysiswascarried
out.Atupperlevel,Dipterawasthemostdominant(70%),followedby
HomopteraandColeoptera(5-10%),andatgroundlevel,Diptera(40%),
Collembola(10%)andant(8%)weredominant.DCAordinationrevealeda
clearseparationofarthropodordercompositionsamongdifferenthabitat
typesandbetweenupperandgroundlevels,butlessapparentbetweenyears.
DCAordinationofl8ordersrevealedthevariationofspatialdistribution
oftheseordersaccordancetohabit("flying"or"non-flying")andhabitat
preference("forested"or"cultivatedvalley"sites)．Inthisstudy,
specialattentionwaspaidtoDiptera,mostdominantorder,represented
by50families,andtothespeciesinPhoridae,whichwas9thabundant
inDipteraandcomposedof26species・DCAordinationswerecarriedout
atatfamiliylevelinDipteraandatspecieslevelinPhoridaeands加ilar
ormoredistinctresultstothoseoforderlevelwereobtained.
本研究では，金沢大学角間キャンパス内の「里山ゾーン」において，飛翔性
の昆虫類を中心とした節足動物相の個体数と多様性に及ぼす環境の異質性（植
生，地形等）と保全活動の影響を調査するために,IBOY式ウィンドウ・トラッ
プ（透明衝突板付き黄色バケツトラップ）を上層（地表から10～15m)と下層
（同1.5m)に設置し,2005年と2006年に，両年とも6月～11月まで毎月1
回，森林内（林内区，4カ所）と谷間の棚田復元地（棚田区，5カ所）におい
て採集した．
[結果］（1） 7）田メ ①合計93134個体（24目，うち昆虫綱18目，
クモ綱2目，甲殻綱1目，ムカデ綱1目）を採集した．②上層では,Diptera
が最優占し（70%)，それに次いでHomopteraとColeoptera(5-10%)が多かっ
た．下層ではDiptera(40%),Collembola(10%),アリ(8%)が優占した.@DCA
（除歪対応分析）解析をしたところ，採集された節足動物の目の組成に差によ
り，林内区と棚田区に分割された．また上下層から採集された目の組成にも差
がみられた．しかし年間差は検出されなかった．④上位18目の空間分布（調
査地間分布）をDCA解析したところ,4グループに分割され，それは飛翔性の
有無("flying"or"non-flying"orders),林内で多く採集されるか，棚田
多く採集されるか("forested"or"cultivatedvalley"orders)の違いを反
映していた．
（2）遇_と奎辿の鯉近．①最優占目であるDipteraに含まれていた50科が
含まれていた．②上層では,Sciaridae(40%)が最多であり,Mycetophilidae
(2-7%),Bibionidae(1-9%),(5-8%),Chloropidae(5-6%)が多<,下層で
は,Sciaridae(20-30%),Dolichopodidae(11-13%),Cecidomyiidae(9-13%),
Chironomidae(8-11%)が多かった.ODipteraの各科を対象とたDCA解析によ
れば，林内区と棚田区の科組成の差がみられ，上層と下層，またさらに，林内
区はさらに「コナラ，コナラ・アベマキ｣，「竹林｣，「スギ林｣，「コナラ・ササ」
に再分割された．棚田区の「ヨシ｣，「水田」の上層には年次差が検出された．
④上位17科の空間分布（調査地間分布）をDCA解析したところ，これらの科
は数グループに分割された．
（3）種』ﾆﾆﾐとQ鯉伍.ODipteraのなかで9番目に個体数の多かったPhoridae
（2269個体採集)に含まれていた26種を対象として種レベルの解析を行った．
②Phoridaeは上層で多く採集され,"egase"aspp.(90%),PIerhysmochaeta
"obi"s(1-4%)Rseu(ﾒacteonsp.(aboutO.6%)が多<,下層では,"egase"a
spp.(80%),CMIo"Ocep加血ssp.(5-7%),"of]rmpﾉioracomUta(aboutO.2%)
が多く採集された．③種レベルのDCA解析では，調査地間の種構成の差は，は
っきり検出されなかったが，層間の差は明瞭であった．「池｣，「ヨシ」の下層
では年間差が検出された．④上位11種の空間分布（調査地間分布）をDCA解
析したところ，数グループに分割されたが，明瞭ではなかった（種あたり個体
数が少なかったからかもしれない).@Phoridaeに属する種は多くのギルドに
分かれ，微細な生息地利用を行っているようであり，さらに種レベルの解析の
進捗が期待される．しかし,Megaseliaには未同定種が多<,分類研究の進展
が必要である．
（4）調査地の特色．①林内区の上層では,Dipteraのうち,Sciaridae,
Mycetophilidae,Bibionidaeの群飛(swarming)が特定調査地で見られた．ま
た,Phoridae,"egase"aspp.は特定の林内区に多かった．②棚田区には林
内区よりも，分類群あたりの個体数は少ないが，多様な分類群が採集され，個
体数の少ない科，希少種や1個体しかとれなかったPhoridae種が多く見られ
た．このことは棚田区の保全活動により種多様性が増加していることを示す．
（5）生態ギルド構造.Dipteraには,saprophagous(S),saprophagous
とmycetophilous(S/M),mycetophilous,(M),saprophagousとparasitoid
(S/PI),phytophagous(PP),parasitoid(PI),predator/parasite(PR/PS)
の7ギルドが見られた．林内区は,棚田区よりも多くのS/M,M,Sが見られ，
PR/PSとSは棚田区に多かった.@Phoridaeには，主にM,P,S,PPの4ギ
ルドが見られ，林内区にはSが多く，棚田区にはPとPPが多かった．
